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［共通 ］

［分野別閲題］

方法〗

iには〖共通問題］と〖分野別問題〗

問題］はすぺての受験者が解答してください。

す。

［分野別間題〗については、 「教育哲学」 「生涯学習漱社会教育学」 「教育制度学」 「教育社会学」 「教師

教育学」 「教育政策学」 「高等教育論」 「キャリア教育学」 「人文科教育学」 「社会科教育学」 「カリキュラ

ム学」の11分野のうち、 志望する専門研究分野を1つ選択して解答してください。 その際、 解答する問題里

紙に受験番号を記入し、 解答用紙の（ 分野）内に、解答する分野の名称を記入してください。









令和8年度（10月実施）筑波大学大学院人間総合科学研究群 博士前期課程

教育学学位プログラム（教育基礎科学サブプログラム）

入学試験問題

受験番号

専門科目 （
 

教 育 哲 学 分野）

（配点 100 点）

次の文章を読み、 以下の問題に日本語で解答しなさい。

。

［出典］ I ・ イリ ッチ 『脱学校の社会』 （東洋、 小澤周三訳） 東京創元社、 1977 年、 13-4頁
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(3) 

著者であるI・ イリッチの思想を説明しなさい。
ッチを含む同時代の近代学校教育批判が教育思想史上に残した意味を説明イリ

現在の社会 ・ 教育状況の中で脱学校論が有する意義、

(30点）
しなさい。

(30点）

もしくは限界について論じなさい。
(40点）

（著作権法に基づき削除）



令和8年度（10月実施）筑波大学大学院人間総合科学研究群 博土前期課程
教育学学位プログラム（教育基礎科学サププログラム）

入学試験問題

受験番号

専門科目（生涯学習・社会教育学分野）

（配点100点）
［問題 l

次の図は、 日本における主な教育施設の数の推移を示したものである。 なぜこ

のような変動が生じているのかについて背景を説明したうえで、 地方自治の原理
に基づいて社会教育の振興を図るために、 どのようなことを重視する必要がある
かについて具体的に論じなさい。

（校・館） 24. 933
15. 000 令 c

20. 000
18. 006 18,822 

15. 000

10. 000

5,000 

IL 230 
Lヒ ロ 0 □---4コ ロ 0 ーロ 迂

玲 13. 031 

-0---o 9. 882 

5. 508
ム ―^ ^ -^ ,

。

4 . 774 
―-米--、

、 ，、 米 、、 3 . 400

]3；二二ご二了二：ニニロニ：ー→一→一一乞一心ー→一一←ー-0 1. 344 

1987 1990. 1993 1996 1999 2002 2005 2008 2011 2015 2018 2021 2024 
（年）

→←小学校 ｛正中学校 プゞ•高等学校

→←公民館

（頚似施設含む）

→←図書館 ぺ戸博物館

（同種施設を含む）

図 主な教育施設の数の推移

（出典）文部科学省「社会教育調宜Jおよひ「学校基本調査」をもとに作成tし
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